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楽園が燃えた朝
── ギリ・トラワンガン島火災の全貌と今後
2026年3月16日 #ギリ島 #火災 #インドネシア旅行 読了時間 約7分

2026年3月12日の夜明け、バックパッカーの聖地として世界中の旅人を魅了してきたギリ・トラ

ワンガン島で大規模な火災が発生した。島を代表するライブバーやダイブショップが軒を連ね

るビーチ沿いのエリアが炎に包まれ、6棟の建物が被害を受けた。幸い死者はゼロ。しかし、こ

の島の"脆弱性"が改めて浮き彫りになった出来事でもあった。
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1. 何が起きたのか ── 早朝6時半、火の手は瞬く間に広がった

2026年3月12日（木）の午前6時30分（現地時間）、ギリ・トラワンガン島の観光エリアで火災が発生した。ほ

とんどの観光客がまだ眠りについていた早朝のことだった。

午前 6:30 ギリ・トラワンガン島の観光エリアで出火。島内の消防詰め所（ダマカール）待機中の隊員が

、モスクの拡声器を通じた火災アナウンスを聞き現場へ急行。

到着時点 「現場に到着した時点ですでに、Sama Sama BarとOcean Bar &

Restaurantの2棟で完全延焼が確認された」（消防局長・Ainal Yakin氏）

鎮火まで3時間 5名の消防隊員と地元住民の協力により約3時間で鎮火。その後、正午過ぎまで残火確認と冷却

作業を継続。

午後 12:30 完全鎮火を確認。被害範囲の最終確認と原因調査の着手が始まる。

2. 被害を受けた6つの施設 ── 老舗バーからダイブショップまで

今回の火災で被害を受けたのは、島の目抜き通りに立ち並ぶ人気施設ばかりだ。

施設名 被害詳細 状況



Sama Sama Reggae Bar &

Restaurant
延焼面積 約800㎡。ライブバンドで知られる人気の2階建てバー。 全焼

Ocean 2 Bar & Restaurant 延焼面積 約500㎡。ビーチに面した人気レストラン。 全焼

Gili Mart 延焼面積 約100㎡。島唯一のコンビニ的スーパー。 全焼

Hello Capitano 延焼面積 約100㎡。カフェ・レストランとして人気。 全焼

Manta Dive Bar 島を代表するダイビングショップ。屋根部分のみ被害。 屋根のみ

Diversia Restaurant 8×6メートルの屋根部分のみ被害。 屋根のみ

3. 木造・茅葺き屋根・強風 ── 延焼を加速させた3つの要因

ギリ・トラワンガンに来たことがある人なら、この島の建物の大半が木材や竹、天然素材の屋根（アラン屋根

）で作られていることをご存じだろう。この「楽園らしさ」を演出するトロピカルな建築様式が、今回の火災

で最大のリスク要因になった。

木造・茅葺き構造 強い風 離島の消火能力

天然素材を多用した建物が密集。一

旦着火すると燃焼速度が極めて速い

。

3月は季節の変わり目で風が強い時期

。隣接建物への飛び火が急速に進ん

だ。

島内に消防車はなく、水の確保も制

限的。5名の隊員と住民が手動で対応

。

火災の第一報は消防署への連絡ではなく、モスクの拡声器を通じたアナウンスだった。離島ならではの緊急連

絡網が、最初の対応を動かした。

── 地元メディア kicknews.today の報道より（要約）

4. 幸い死者ゼロ ── しかし軽傷者が1名

今回の火災で命を落とした人は誰もいなかった。これは早朝の出火という時間帯もあり、施設内に宿泊客等が

ほとんどいなかったことが幸いした。

負傷者：1名

Sama Sama Barのスタッフが、荷物を救出しようと階段を降りる際に転倒し、腕に軽傷を負った。すでに治療を受

け回復中とのこと。



5. 原因はショート？ ── 警察が進める捜査の現状

出火原因は現時点（2026年3月16日）では確定していない。北ロンボク警察は現場に捜査チームを派遣し、調

査を継続している。地元当局の暫定見解としては電気系統のショートが疑われているが、まだ断定はできない

段階だ。

6. 観光客への影響と営業再開の見通し

全焼した4棟については、現地の建築工法（木造・天然素材）を活用すれば比較的短期間での再建も可能とみ

られているが、正式な再開時期は各店舗から発表されていない。Sama Sama Reggae

Barのインスタグラム（@samasamareggaebar）で今後の情報が発信される見込みだ。

島の他のエリアは通常通り営業しており、火災の影響範囲は観光エリアの一角に限定されている。訪問を計画

している方は、直前に現地施設や旅行代理店へ最新情報を確認することを推奨する。

7. 繰り返される島の火災 ── 構造的リスクとは何か

今回の火災は、ギリ・トラワンガンにとって初めての出来事ではない。この島では過去にも複数回の火災が記

録されている。根本的な問題は、急速に発展した観光インフラと、それに追いついていない防災体制のギャッ

プだ。

島には乗用車もバイクも走っておらず、馬車（チドモ）と自転車が主要な移動手段という環境の中で、消防車

が活動できないのは構造的な問題でもある。今後、島の持続的な観光発展のためには、建築材料の不燃化や初

期消火設備の整備、緊急連絡体制の近代化などが検討課題となりそうだ。

8. 今後の旅行者へ ── 現地の最新情報を確認してから訪れよう

渡航前チェックリスト

① 訪問予定の施設の公式SNS（Instagram等）で営業状況を確認する ②

現地のダイブショップや宿泊施設に直接メッセージを送り最新状況を確認する ③ ロンボク観光局（Lombok

Tourism）の発表情報をチェックする ④

旅行保険（特にキャンセル・緊急対応補償）の内容を事前に確認しておく

ギリ・トラワンガンは、カラフルな珊瑚礁と白砂のビーチ、そしてあの唯一無二の「ゆるい島時間」で世界中

の旅人を引き付ける場所だ。今回の火災は確かに悲しい出来事だったが、島のコミュニティは力強い。消防隊

員5名と地元住民が力を合わせて炎を鎮めたように、この島はきっと再び輝きを取り戻すだろう。

本記事は2026年3月16日時点の報道情報をもとに執筆しています。

出典：kicknews.today / IDN Times NTB / lpkpkntb.com


